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第30回ＪＡ青森県大会に向けて

巻
頭
言

　本会では、本年12月５日、第30回ＪＡ青森県大会を青森市内で開催する。2025年度から３年間を
実践期間に、ＪＡグループ青森の取組方針を決議する。食料安全保障の強化に向けてＪＡグループ
が果たすべき役割や、厳しい経営環境下でのＪＡの経営・組織基盤強化に向けた指針を今後検討す
る。
　大会では、ＪＡグループ青森が中長期的に目指す姿を確認する。決議に取組み方針や目標を盛込
み、各ＪＡは、決議や地域の実情、組合員の声を、各ＪＡの中期計画などに反映させ実践すること
となる。

【前回大会の振り返りと対応方向】
　第29回ＪＡ青森県大会では、「持続可能な農業と地域の実現～10年後も元気な農業と地域をめざ
して～さらなる深化を！」をめざすこととした。
　その実現のために、次の４つの重点目標「食料・農業基盤の確立」「豊かな暮らしの実現」「組織・
経営基盤の強化」「「食」「農」「協同組合」の理解醸成」を掲げ、様々な取組みを現在実践している。
　第30回大会では、①第29回大会の実践状況について課題分析、②食料・農業・農村を取巻く環境、
③地域・組織・経営の将来見通しを行い、今後の対応方向について検討を行うこととしている。

【食料・農業・農村を取巻く環境】
　食料・農業・農村を取巻く環境変化として、制定から20年以上が経過した「食料・農業・農村基
本法」（同法は、「農政の憲法」と評される）が本年改正される。同法の改正案には、ＪＡグループ
が要望した「食料安全保障の強化」、「再生産に配慮した適正な価格形成の仕組みの具体化」、「農業
の持続的な発展」等が盛込まれた。
　法案成立後は、食料安全保障に関する施策や適正な価格形成等の実現、施策の予算確保に向けて
ＪＡグループが一体となって政府への働きかけや、それらの実現のためにＪＡ自らが積極的に取組
む必要がある。そのため、同法に関連する取組みが本大会の重点目標のひとつとなる。

【地域・組織・経営の将来見通し】
　地域・組織・経営の将来見通しとして、農業者の高齢化や後継者不足による正組合員の減少が挙
げられる。令和４年度の正組合員数は県全体で、57,556名と10年前の平成24年68,463名から10,907
名が減少（毎年1,000名以上が減少）している。また、正組合員の年齢構成をみると70歳以上の割
合が54.4％（令和４年度）と高く、この年齢層の離農等に伴い今後も正組合員が減少することが予
想される。
　一方、ＪＡ経営の現状は、事業総利益の減少傾向が続いている。令和４年度は県全体で、202億
円と10年前の平成24年226億円から24億円減少している。農業者や地域人口の減少、同業他社との
競争激化等の中で収益確保に向けた対応策を検討しなければならない。
　また、費用の現状は、事業管理費が令和４年度は県全体で、188億円と10年前の平成24年210億円
から21億円減少している。収益の減少を支店・施設の再編や職員数の抑制等により事業利益を確保
している。
　費用は減少しているものの、ＪＡでは、取得から30年以上経過している多くの農業関連施設、事
業所等が存在する。今後、機械の更新費用や建物の修繕費、新たな施設の取得等による多額の費用
が発生することが予想される中で、施設利用の効率化（施設稼働率の確保、施設労働者の確保、職
員の適正配置、修繕費の抑制等）のために施設の集約や複数のＪＡでの共同運用等に向けた取組み
も重点目標となる。

【大会議案のすすめ方】
　大会議案は、今後情勢分析を進め課題や対応方向を整理し、５月から各ＪＡの役職員や青年部、
女性部等の意見徴収をえて議案（原案）を作成する。
　その後、７から８月にかけて、その議案（原案）に対して各ＪＡや組合員等に協議してもらい、
必要な修正を加える。そして、９月の議案審議委員会での審議等をえて11月上旬に本会の理事会に
おいて議案を決定し、大会を迎えることとなる。
　「持続可能な農業と地域の実現～10年後も元気な農業と地域をめざして～」のために、ＪＡグルー
プ青森の将来方向と実践方策の議論を深めていかなければならない。

ＪＡ青森中央会
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北東北支店　青森エリアセンター
TEL 017－729－8800
〒030-0847　青森市東大野二丁目1－15
総合旅行業務取扱管理者　泉澤　睦男

観光庁長官登録旅行業第939号

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。

旅行企画・実施・お申込み・お問い合わせ先
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むつ市立
苫生小学校１年
相馬　結月

むつ市立
第三田名部小学校４年
佐藤　　楓

青森市立
新城中学校１年
下山　和瑚

J
A
共
済
連
会
長
賞《
金
賞
》

J
A
共
済
連
会
長
賞《
銅
賞
》

J
A
共
済
連
会
長
賞《
佳
作
》

弘前市立
致遠小学校６年
福地　咲文

大鰐町立
大鰐小学校３年
葛西　咲乃

田舎館村立
田舎館中学校３年
小野　陽向
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青森市立
筒井中学校２年
菊池　海翔

西目屋村立
西目屋小学校５年
山下　栞和
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青森県立
青森第一養護学校２年
山内　　類


